
令和７年度第１回鹿児島市ＤＸ推進委員会 概要 

 

 日  時 ： 令和７年７月２５日（金） １１：００～１２：００ 

 場  所 ： 鹿児島市役所 東別館９階 特別中会議室 

出 席 者 ： (推進委員会委員) 出席８名 

(事務局) ＤＸ推進部長、ＣＩＯ補佐官、デジタル戦略推進課長、情報システム課長 

 他３名 

会 次 第 ： １ 開会 

２ ＤＸ推進部長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 委員長及び副委員長の選出 

５ 報告事項 

(1) 鹿児島市ＤＸ推進計画の進捗状況について 

(2) アナログ規制の点検・見直しについて 

(3) 行かなくてもいい市役所の促進について 

６ 協議事項 

 (1) 次期ＤＸ推進計画の策定に向けた取組みについて 

７ その他 

８ 閉会 

 

議事概要 ： 以下のとおり 

発言者 発言内容 

【会次第５ 報告事項】 

(1) 鹿児島市ＤＸ推進計画の進捗状況について 

(2) アナログ規制の点検・見直しについて 

(3) 行かなくてもいい市役所の促進について 

事務局 ・「資料１」から「資料４」に基づき説明 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 質疑等  

・ＤＸ推進計画の各具体策の達成状況は良いが、目標が低く設定されているよう

に見受けられるものがあるので、適切な目標設定を。 

 

・「資料２ 鹿児島市デジタル・トランスフォーメーション(ＤＸ)推進計画の具

体策毎の取組状況一覧」で指標や目標値等が「-」とされているものがある

が、指標設定が馴染まないものということか。 

 

・お質しのとおり。 

 

・アナログ規制への取り組みについて、行政手続で押印が必要であることや、行

政でフロッピーディスクを使用する運用が残っていたために事務誤り等が発生

したことがあったと思うが、その対策としての取り組みか。 



発言者 発言内容 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

・押印やフロッピーディスクの提出等、アナログ的な手続手法が規定された条例

規則等は、昨今のデジタル技術の活用を想定されていない時代に制定されたも

のであり、これらの手続でデジタル技術を活用していくため、条例規則等の見

直しを行っていくもの。 

 

・「資料２ №4 公共施設予約システムの運営」について、便利な取り組みであ

ると思うが、デジタルに不慣れな世代の方が予約をしにくくなってしまったと

いうことはないか。 

 

・予約がしづらくなっているか、具体的に示す数字等は持ち合わせていないが、 

不慣れな方に対しては、従来どおり窓口等で予約することも可能としているほ

か、施設やデジタル戦略推進課にてシステム利用のサポートを行うことにより

対応している。 

 

・「資料２ №12 マリーサポートかごしまＡＩマッチングシステム導入事業」に

ついて、同年代やその上の世代の方としかマッチングしなかったり、希望しな

い相手とマッチングするようである。どのような仕組みとなっているか。 

 

・アルゴリズムやサービスの詳細は承知していないが、従来は自身で相手を探し

ていたところ、「こういう人はどういう人を選ぶ傾向にある」という情報の蓄

積から相手を選んでくれる仕組みとなっているものと思われる。 

 

・学習の元となっているデータの規模は。鹿児島市に限るのか。 

 

・確認し、後日お答えしたい。 

 

・「資料２ №110 消費生活学習資料の作成･配布」について、若年層に対する啓

発自体はよいと思うが、よりお金があり消費者トラブルに気を付ける必要のあ

る、より上の世代の方への啓発は行わないのか。 

 

・若年層に限らず、他の世代に向けた啓発の取組も行っているところ。 

またデジタル戦略推進課では、スマートフォン活用講座の中で、安全にインタ

ーネットを利用する方法についての講習を行っている。 

 

・事務局より委員の皆様にお伺いしたい。 

「資料２ №107 市民ＩＣＴ利活用事業」で現在実施しているスマートフォン活

用講座について、市が実施をするものでなく、スマホショップや地域のコミュ

ニティの中で実施されるべきという意見がある。 

・市民のＩＣＴリテラシー向上の取組に関し、今後の市の関与の在り方について

ご意見をお聞きしたい。 



発言者 発言内容 

委員 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

・市中心地域は民間事業者もあり、任せてよいかもしれないが、旧５町等の地域

では行政の関与は必要になる。地域の実情に合わせて実施方法を検討する必要

がある。 

 

・市がデジタル施策を推進する中にあって、全く関わらないというのは暴論。 

 

・自身の地域コミュニティで市の講座を活用しようとした際、最少催行人数の設

定があり厳しかった。地域の規模を見るに活用が難しいので、見直しをいただ

きたい。 

・市が主導で事業を実施することは受講意欲が高まることにも繋がるので、継続

していただきたい。 

 

・民間でデジタル関連サービスの導入を検討するとなると、不慣れな方へのサポ

ートが課題となるが、無料で民間事業者にお願いするわけにもいかない。市が

支援してくれるとありがたい。 

 

・市が単独で実施する以外にも、民間事業者とタイアップしながら実施すること

も検討してはどうか。これまでにそのような事例はないか。 

 

・現在市が実施しているＩＣＴリテラシー向上の取り組みは、 

日時場所を指定した講習会、団体の指定日時・場所に伺う講習会、高齢者福祉

センター等で行う相談会で、いずれも市が直接実施（委託）している。 

 

・講習会の案内自体はよく見かけるが、講習内容が分からず周囲に薦めづらい。 

・事業のやり方として、町内会等のコミュニティの中でスマホ等を教えることが

できる人を育成するよう、講習する方法もあると思う。 

 

【会次第６ 協議事項】 

(1) 次期ＤＸ推進計画の策定に向けた取組みについて 

事務局 ・「資料５-１」「資料５-２」に基づき説明 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

質疑等 

・９７取組が増加したとあるが、数が増え手が回らなくなることも考えられる。 

減っていく、終了する取り組みもあるのか。 

 

・終了する取り組みも含んでいる。 

協議 

・「次期ＤＸ推進計画の策定に向けた取組みについて」は、事務局案のとおり進

めることとしてよろしいか。 



発言者 発言内容 

 

全委員 

 

 

（異議なし） 

【会次第７ その他】 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

質疑等 

・市が関与することで安心して事業やイベントに参加しやすくなる。私どもの方

でも情報収集を続けながらＤＸの取組を進めていきたい。 

 

・デジタル化の取組で不利益を被る方が出ないように取り組んでいただきたい。 

・市職員の働き方改革では、ツールを使用し効率化を図ることで、企画等の業務

に注力していただけたらよい。 

 

 


